
コロナ禍における
食イベントの取り組み

～感染対策から実施、そこから得られた「笑顔」～

特別養護老人ホーム晃の園

栗田 真由栄養士



施設名称 社会福祉法人駿河会

特別養護老人ホーム晃の園

所 在 地 静岡市葵区富沢1542-39

入居定員 150名 1ユニット8～16名

計14ユニット

建 物 3棟構成



【 本日の流れ 】

1. 抱えた課題

2. 取り組み内容について

3. 活動の成果と内容

4. 今後への課題



1. 抱えた課題について

・入居者様に継続した食イベントを提供し続けるには
どのような点を押さえるべきか

・食イベントは実施してよいのか

食イベントとは、普段の献立のお食事とはまた違った
入居者様の声や想いを形に出来るさらに特別なお食事

課題に対してどのような取り組みをしていけばよいか検討した



2. 取り組み内容について

・「行事予定書」 感染予防チェック項目の設定

・「栄養課だより」 ユニットへの配布



《晃の園での行事予定書》

食イベント予定を
ユニットや管理職へ共有する用紙

（介護職員発信の場合は、介護士も記入）

「行事予定書」 感染予防チェック項目の設定



「行事予定書」 感染予防チェック項目の設定

行事予定書に感染予防チェック項目を載せ、
当日はユニットで確認を行ってもらうよう設定



「栄養課だより」 ユニットへの配布

・入居者、職員向けに作成

・入居者様、職員間での食事に対する話題
が起こり、食イベントの実施に繋がり
やすいことを目的として配布



「栄養課だより」 ユニットへの配布

・3か月に1回、四季での配布

・主に、
「旬の食材」
「今までその季節に実施したイベントの反響」
「ユニット内でも手作りできる献立」
「季節らしいイベントの提案」

を載せた



3. 活動の成果と内容

・食イベントを実施したことによる
コロナの感染拡大するような事案は無かった

・食イベントの継続した提供が出来た
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《 事例紹介 》

昨年の年末年始にかけて新型コロナが園にも・・・
⇒ 食事イベントに関して全面中止

しばらくしてコロナ収束し・・・

開放的な雰囲気となるような季節の食イベントを実施
したいと思い、「お花見」のイベントを企画した



【 内容 】

・屋上3階の桜が見えるホール

・棟ごとに日程を分け、
人数を分散させた

・棟をまたぐ移動は
マスクの着用、手指消毒









たくさんの入居者様の笑顔を見れた
普段の暮らしとは違ったその方の表情も見れた

コロナ禍においても、
入居者様の声や想いに応えた食イベントが提供出来た

【 活動してみて・・・ 】



4. 今後の課題

・感染対策を再度改める

・人との関わりを紡ぎ、
より心に残る食イベントに



ご清聴ありがとうございました
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